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高校生の不登校対応について
令和8年6月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「高校生の不登校対応について」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの
発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

まず、高校生を主とする不登校への対応について質問します。

近年、不登校児童生徒数は全国的に増加傾向にあり、本市においても不登校への対応は重要な課題であると考えています。特に高校生世代
については、高校が県の所管であり、義務教育でもないことから、市町村行政との接点が限られています。

一方で、高校生の不登校は、将来的なひきこもりや社会的孤立との関連も指摘されておりますが、高校生の段階では問題が表面化しにくく、
本人や家族も支援を必要としているという認識に至っていない場合があります。そのため、深刻な状況となって初めて福祉的な課題として
顕在化する一方で、それ以前の段階では、教育でも福祉でも十分に把握されにくいという課題があるのではないかと考えています。

また、本年度からこども総合部が新設され、高校生世代も支援対象として位置づけられております。

そこで、３点質問いたします。

高校生の不登校に対する市の認識についてお伺いいたします。

高校生の不登校をどのような課題として捉えているのかお伺いします。

また、こども総合部として、今後どのように関わっていく考えなのかお聞かせください。

２点目、昨年度実施されたひきこもり実態調査についてお伺いいたします。

調査結果の概要とひきこもりと不登校との関係について、市はどのように認識しているのかお聞かせください。

３点目、不登校生徒の学びの選択肢についてお伺いいたします。

現在実施している小中学校でのフリースクール利用支援制度の現状の考え方と、市教育委員会としての高校生世代への支援について、どの
ように考えているのかお聞かせください。

○福祉保健部長（髙倉 彰） ［登壇］

私からは、高校生を主とする不登校への対応についての御質問のうち、ひきこもり実態調査の状況についてお答えいたします。

まず、ひきこもりに関する全国的な実態調査として、内閣府が令和５年３月に公表したこども・若者の意識と生活に関する調査によります
と、１５歳から６４歳までのひきこもりの状態にある方は、全国で１４６万人に上るとの推計が示されております。

本市では、地域福祉計画の策定過程で実施した市民アンケートにおいて、ひきこもりの状態にある方の人数など、一定の把握に努めてきた
中、令和７年度に初めてひきこもりに特化した実態調査を実施し、本年２月に、その結果を市のホームページ等で公表したところでござい
ます。

調査の手法につきましては、２種類の方法により実施したもので、１つ目は、民生委員・児童委員に御協力いただき、担当地区におけるお
おむね１５歳から７０歳までのひきこもりの方、またはひきこもりと思われる方の人数や年齢層、抱えている困り等についてお尋ねしたも
のでございます。

２つ目は、ひきこもり当事者の御家族の方に御協力いただき、ひきこもりの期間やきっかけ、御家族から見た支援ニーズ等についてお尋ね
したものでございます。

そこで、調査結果の概要についてでございますが、ひきこもりの方、またはひきこもりと思われる方の人数の合計は、８６人という結果で
ございました。なお、ひきこもりの状態というのは、なかなか表面化しにくいこともあり、地域をよく知る民生委員・児童委員であっても、
把握できていない方が一定数おられるものと認識しているところでございます。

次に、ひきこもりの方、またはひきこもりと思われる方の年齢層では、４０歳から５９歳までが３７人と最も多く、全体の４割以上を占め、
次いで、２０歳から３９歳までが２０人で、全体の２割以上を占める結果となっております。

次に、ひきこもりの状態にある期間では、５年以上が１５人と最も多く、全体の６割以上を占め、一度ひきこもりの状態となってしまうと、
長期化する傾向がうかがえる結果となったところでございます。
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次に、ひきこもりの状態となったきっかけでは、ひきこもり当事者の御家族が考える理由として、そのほかが１３人で約３７％と最も多く、
親の死去、学生時代の人間関係など、多様な理由が上げられたところでございます。次いで、不登校が１１人で約３１％を占めており、不
登校がきっかけで、その後、ひきこもりの状態となってしまう方が一定数おられることを、この調査を通して把握できたところでございま
す。

こうした実態調査の結果を受けまして、ひきこもりの状態となった方の要因は様々ですが、学齢期に何らかの理由で不登校を経験した方も
高い割合にあり、全てではありませんが、そのことが後にひきこもりの状態へとつながり、その状態が長期化している可能性がある方も一
定数おられることが、調査結果を分析する中で把握できたところでございます。

このため、市といたしましては、現在、不登校の状態にある方が、将来的にひきこもりの状態とならないためにも、学校在籍時におけるそ
うした方のいち早い発見と対応、本人に寄り添った伴走的な支援が重要になってくるものと認識しているところでございます。

私からは以上でございます。

○こども総合部長（片桐由美） ［登壇］

私からは、高校生の不登校と市の対応についてお答えいたします。

文部科学省の調査では、不登校児童生徒とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因や背景により、登校しない、あるい
は、したくてもできない状況にあるため、年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由によるものを除いた者と定義しておりま
す。

こうした不登校は、単に学校に行けないという現象だけで捉えるのではなく、生徒本人の心身の状況、家庭環境、学校生活への適応、人間
関係、学習意欲、進路への不安など、複合的な要因があるものと考えております。

特に高校段階は、卒業後の進学や就職など、将来の社会的自立につながる重要な時期であり、不登校が長期化した場合、学習機会の喪失、
進路選択の制約、孤立感の深まり、さらには中途退学や社会的自立の困難につながるおそれがあります。

こうしたことから、生徒の不登校への対応は、学校や学校に配置されておりますスクールソーシャルワーカー、さらに福祉、医療等の様々
な関係機関が連携しながら、家庭と一体となって早期把握と継続的な支援に取り組むべきものと認識しております。

また、先ほど福祉保健部長から答弁申し上げましたひきこもりに関する実態調査においても、何らかの理由で不登校を経験した方がひきこ
もりの状態へつながり、その状態が長期化している可能性がある方もおられることから、より早い段階で不登校の状態にある方への支援の
必要性があるものと考えております。

こうした高校生の不登校への対応につきまして、高校は県が所管しており、現段階では、各高校との組織的な連携体制が整備されていない
ことから、市教委が所管する小中学校と異なり、高校生年代の不登校の実態が把握しづらいことなどが課題となっております。

今年４月に発足しましたこども総合部では、所管を超えた一元的な相談支援体制の実現に向け、高校と連携を深め、高校生の不登校や高校
生年代の悩みに関する相談支援の拡充を進めることとしており、まずは、市内の高校との定期的な情報共有の場を設けるなど、組織的な連
携体制の構築を行っていくこととしております。今後は、高校との定期的な情報共有を行いながら、不登校の生徒に限らず、家庭環境等に
困りを抱えた高校生等への相談支援を行いながら、高校生や家族の悩みや困りなど、具体的な実態の把握を行ってまいりたいと考えており
ます。

私からは以上です。

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

私からは、フリースクール利用料補助制度の拡充についてお答えいたします。

本市におけるフリースクール利用料補助制度の現状についてでございますが、不登校児童生徒への支援体制として、小中学生にとっては、
フリースクールについても学校外での貴重な学びの場であると認識しており、令和６年４月より、子供たちの学びの選択肢を増やすこと、
居場所を拡大することを目的として、フリースクールに通う小中学生の保護者に対する利用料補助を開始いたしました。

保護者への利用料補助の要件を満たすフリースクールの基準といたしましては、週１回以上の通所利用を原則とし、学校の課業時間内に児
童生徒の受入れができる、受け入れた不登校児童生徒の在籍学校の学校長が、指導要録上、出席扱いとしている実績があるなど、市教委が
設定する要件を全て満たすものといたしております。

現在のところ、保護者への利用料補助要件を満たすフリースクールは、市内の１施設でございますが、新たなフリースクールの開設などに
つきましては、市教委といたしましても積極的に支援してまいりたいと考えております。

次に、高校生世代への支援についてでございますが、高等学校は、全日制、定時制、通信制など、小中学生と比較して学びの場の選択肢は
広がっており、いずれかに進学した場合、国の高等学校等就学支援金による支援があると承知いたしております。
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本市といたしましては、これまで支援体制が不十分であった高校生世代も含め、切れ目ない支援の実現に向けて、４月よりこども総合部を
新設いたしました。発足して２か月余りではありますが、４月以降、高校生世代からの相談も受付をしているところでございます。現在の
ところ、高校生から多様な学びの選択に関する相談はございませんが、今後、こういった相談が寄せられることも想定されます。

高校生世代を対象としたフリースクールにつきましては、全国的にも事例が少なく、市内にはまだないものと承知をいたしております。

いずれにいたしましても、高校生世代の学びの多様化に関するニーズを適切に把握し、その支援策につきましても、こども総合部と共に検
討してまいりたいというふうに考えております。

私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ありがとうございました。早速、高校生不登校の義務教育との接続、情報の在り方についてちょっと質問させていただきます。

高校は県の所管であり、市が直接関与しにくいという制度上の課題もあると思います。

そこでお尋ねします。

中学校在学時に不登校であった生徒について、卒業後は関係機関とどのように情報共有を行っているのかお伺いいたします。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

お尋ねの小中学校で不登校であった児童生徒につきましては、市内中学校におきましては、進学後に生徒の状況につきまして高等学校と情
報交換を行い、進学後の支援体制づくりにつなげてきているところでございます。

一方で、高校入学後に退学をされるなどによりまして、その時点で高校に在籍していない生徒につきましては、その方の正確な実態ですと
か必要な支援などについては、情報が把握しづらいというような課題がございます。

市教委といたしましても、可能な限り情報共有を行いますとともに、こども総合部と連携した支援体制の構築に向けて取り組んでまいりた
いというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ありがとうございます。一旦高校を辞めてしまうと、またさっきおっしゃられたように、把握がとても難しくなってしまいます。その後の
人生の影響も考えたら、できるだけ早く関与できるような仕組みを今後つくっていただきたいと思っております。

昨年度実施されたひきこもり実態調査では、当事者や家族が相談につながりにくく、行政から見えない層が存在すること自体が課題として
浮き彫りとなったと認識しております。高校生の段階では、まだ問題が顕在化しておらず、本人や家族も支援を必要としているという認識
に至っていない場合があります。

また、先述したように、高校は県の所管であることから、市町村行政との接点も限られており、支援が必要な状態であっても行政が把握し
にくい構造であり、社会的孤立が長期化し、ひきこもり等の問題が顕在化した段階では、本人や家族との接触も難しくなり、把握や支援が
より困難になることは、今回の調査からも示唆されていると認識しております。

私は、ひきこもりの実態把握が難しい理由の一つに、その前の段階である高校生不登校の時点で、十分な把握や関わりができていないこと
があるのではないかと考えています。社会的孤立が固定化してから対応するのではなく、その入り口となり得る高校生不登校の段階から関
わることが、結果として、将来的なひきこもりの予防や実態把握につながるという考えの下、お伺いいたします。

先ほどの答弁で、市は高校生の不登校について、将来的な孤立を防ぐために、予防的な観点から関わるべき課題と認識しているということ
でございました。そのような認識に立つのであれば、福祉部門として、県教育委員会と高校との情報共有や連携を図り、支援につながる体
制づくりを検討する考えはないのかお伺いいたします。

○こども総合部長（片桐由美） ［答弁］

登壇でも申し上げましたが、高校生世代の不登校の実態把握が課題となっておりましたことから、現在、市内の各高校を訪問し、不登校の
生徒に限らず、家庭環境等の困りを抱える高校生への相談支援の連携方法などについて、意見を伺っております。

今後は、市と市内６校とで締結しております包括連携協定に基づく担当者会議におきまして、まずは、高校生への相談支援に関する市の取
組につきまして、御理解をいただきながら、高校側に定期的な情報共有の場を設けていただくことをお願いし、組織的な連携体制の構築を
行い、不登校に限らず、高校生の悩み等を相談支援につなげると同時に、現状の把握に努めてまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

フリースクールについてちょっとお伺いいたします。
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現在の制度設計では、対象施設が増えにくい印象を受けています。安心、安全の観点から、利用実績を要件としていることは理解できます
が、利用者負担に差が生じることで、新規参入施設が利用者を確保しにくい構造もあると考えています。対象施設が増えていないことを課
題として認識しているのかお伺いします。

また、多様な学びの保障をする手法として、公設による対応と民間主体による対応があると思います。例えば、玖珠町では、学びの多様化
学校という形で公教育として対応していますが、日田市としては、フリースクール等の民間主体による対応を今後も基本とするのか、考え
をお聞かせください。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

まず、市の支援制度の要件の増えにくい課題についての認識というお尋ねにお答えしたいと思います。

不登校児童生徒の支援に当たりましては、子供たちの居場所や多様な学びを保障するために、多くの選択肢があることが重要であるという
認識は、御登壇でも御答弁したとおりでございます。

一方で、本市のフリースクール支援制度につきましては、公的な支援を通じて社会的自立を助け、学校や家庭と適切に連携し、不登校児童
生徒の安心、安全を確保するということから、一定の要件は必要であるというふうに考えているところでございます。昨年、開始されまし
た県の補助金につきましても、本市と同様の基準を設けているような状況でございます。

次に、今後の支援体制、公的か民間かということのお尋ねでございますけれども、本市におきましても、教育センターに臨床心理士や教育
支援員、スクールソーシャルワーカーなど専門スタッフを配置いたしておりますとともに、やまびこ学級におきましては、不登校児童生徒
の居場所を保障し、社会的自立を図るため、学習支援や体験活動などによる支援を行っているところでございます。

また、市内小中学校におきましては、心の相談員の派遣ですとか、登校支援員の配置などによりまして、校内の別室指導の充実を図るなど
をしておりますし、また、スタディサポートクラブやＩＣＴ家庭学習支援などの県の事業も活用するなど、現在、これらの公的機関を中心
に学びの支援に取り組んでいるところでございます。

しかし、繰り返しになりますけれども、不登校児童生徒の支援に当たりましては、公的機関、民間施設に限らず、居場所や学びの場につい
て多くの選択肢があることが望ましいと考えておりますことから、令和６年よりフリースクール利用制度補助を始めたところでございまし
て、今後も、子供たちを支える多様な支援の実態やニーズにつきましては、必要な支援に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

ぜひとも要件緩和、もしくは新規参入者の施設を利用しやすいような状況をつくっていただきたいと思っております。

ここまで高校生不登校への対応やひきこもりの関係、学びの選択肢についてお伺いしてまいりました。不登校の背景や状況は様々であり、
一律の対応が難しいことは理解しております。

その上でお伺いします。

重ねて申し上げますが、高校生不登校は、問題が深刻化してから対応するのではなく、社会的孤立へ移行する前の段階で関わることが重要
だと思います。実際の経験からも、若年者であれば、比較的社会復帰なり社会との接続が早いようなイメージを持っております。

こども総合部として、高校生不登校への支援は、相談対応や制度紹介までを役割と考えているのか、それとも社会との接点づくりや、将来
的な自立に向けた支援まで含めて考えるのか、お聞かせください。また、仮にその先まで視野に入れるのであれば、本人や家族と地域資源
をつなぐ仕組みや支援の在り方についてどのように考えているのか、お聞かせください。

○こども総合部長（片桐由美） ［答弁］

先ほども答弁で申し上げましたが、高校生年代の不登校につきまして、その実態把握が課題であり、支援が十分でないことから、こども総
合部の方向性としまして、まずは高校とも連携を深めながら、高校生の不登校や高校生年代の悩み、困りに関する相談支援を拡充してまい
りたいと考えております。

本人や家族の困りはケースごとで異なりますので、地域資源とつなぐ仕組みや今後の支援の在り方につきましても、まずは現状の把握に努
め、個別の状況に応じてひきこもりサポート事業などを所管する福祉保健部とも連携し、効果的な支援を行ってまいりたいと考えておりま
す。
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○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

現在、日田市では、高校生不登校を対応した出先機関はないと承知しております。その上で、これからそういった施設をつくり上げていく
という認識の下、相談された方が、何かしなきゃいけないけど何をしていいか分からないんだよねと、相談したときにそれに対応するよう
な仕組みをつくっていただきたいと思います。そのためには、具体的な社会との接続が必要です。子供たちのために、積極的に他機関との
関係性を構築していただきたいと思います。


